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【ＦＩ】
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   Ｃ０９Ｊ 133/10    　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成25年5月13日(2013.5.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
水溶性ポリエステルまたは水分散性ポリエステルを保護コロイドとして、エチレン性不飽
和単量体を重合して得られる合成樹脂エマルジョンを含有することを特徴とする水性粘着
剤組成物。
【請求項２】
前記エチレン性不飽和単量体が、（メタ）アクリル酸エステルであることを特徴とする請
求項１に記載の水性粘着剤組成物。
【請求項３】
前記水溶性ポリエステルまたは水分散性ポリエステルの数平均分子量が３，０００～３０
，０００であることを特徴とする請求項１又は２に記載の水性粘着剤組成物。
【請求項４】
前記水溶性ポリエステルまたは水分散性ポリエステルが、水酸基またはカルボキシル基を
有することを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載の水性粘着剤組成物。
【請求項５】
さらに、水酸基またはカルボキシル基と反応可能な官能基を分子中に二つ以上有する架橋
剤を含有する請求項１～４のいずれか一項に記載の水性粘着剤組成物。
【請求項６】
前記架橋剤の官能基がイソシアネート基、またはエポキシ基であることを特徴とする請求
項５に記載の水性粘着剤組成物。
【請求項７】
前記水溶性ポリエステルまたは水分散性ポリエステルの量が、前記エチレン性不飽和単量
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体に対して固形分換算で１０質量％～５０質量％の範囲であることを特徴とする請求項１
～６のいずれか一項に記載の水性粘着剤組成物。
【請求項８】
Ｆｏｘの式から算出される、前記合成樹脂エマルジョンのガラス転移温度が－６０℃～０
℃である請求項１～７のいずれか一項に記載の水性粘着剤組成物。
【請求項９】
請求項１～８のいずれか一項に記載の水性粘着剤組成物であって、該水性粘着剤組成物を
用いて、下記の方法で作製された粘着シートを、２３℃、５０％ＲＨにて、２ｋｇローラ
ーを１往復させてＳＵＳ３０４研磨板に貼合し、６０℃、８０％ＲＨの恒温槽中において
７日間放置した後、ＪＩＳ　Ｚ０２３７に準じて、貼合した粘着シートの１８０度剥離強
度を測定した際に、剥離後の前記ＳＵＳ３０４研磨板の表面に汚染がないことを特徴とす
る水性粘着剤組成物。
粘着シートの作製方法：離型紙上に、前記水性粘着剤組成物を、乾燥後の厚みが６０μｍ
となるように塗工し、１０５℃で３分間乾燥する。次いで、坪量１４ｇ／ｍ２の不織布の
両面に対して、乾燥して得られた離型紙上の粘着剤組成物を圧着して不織布基材粘着シー
トを得る。この得られた不織布基材粘着シートの粘着面の片面に、２５μｍＰＥＴフィル
ムを貼り合せ、６０℃で３日間養生して粘着シートを得る。
【請求項１０】
前記保護コロイドが水分散性ポリエステルである、請求項１～９のいずれか一項に記載の
水性粘着剤組成物。
【請求項１１】
前記水溶性ポリエステルまたは水分散性ポリエステルが、多塩基酸とポリオールとを重合
した重合体を中和して得られるものである、請求項１～１０のいずれか一項に記載の水性
粘着剤組成物。
【請求項１２】
前記エチレン性不飽和単量体が、メチル（メタ）アクリレート、ｎ－ブチル（メタ）アク
リレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレートおよびヒドロキシエチル（メタ）ア
クリレートからなる群より選ばれる１種以上である、請求項１～１１のいずれか一項に記
載の水性粘着剤組成物。
【請求項１３】
前記架橋剤の官能基がエポキシ基であることを特徴とする請求項５又は６に記載の水性粘
着剤組成物。
【請求項１４】
請求項１～１３のいずれか一項に記載の水性粘着剤組成物を用いて得られる粘着シート。
【請求項１５】
２３℃、５０％ＲＨにて、２ｋｇローラーを１往復させてＳＵＳ３０４研磨板に貼合し、
６０℃、８０％ＲＨの恒温槽中で７日間放置した後、ＪＩＳ　Ｚ０２３７に準じて、１８
０度剥離強度を測定した際に、剥離後の前記ＳＵＳ３０４研磨板の表面に汚染がないこと
を特徴とする請求項１４に記載の粘着シート。
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